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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
屋上、屋根等の防水層上に設置してロープ、針金その他を掛け止めるための引張装置であ
って、基盤と、この基盤上に形成される本体部と、前記基盤との間で増設防水層を押圧挟
持する押さえ手段と、ロープ、針金その他を掛け止めるために前記本体部に連結した係合
手段とを具えるとともに、前記基盤の底面には防水層を通して下地に打ち込んだアンカー
ボルトに螺合するねじ孔を形成し、前記本体部の頂部には前記係合手段に螺合するねじ孔
を形成し、さらに前記押さえ手段は前記本体部に嵌合されて基盤に固着したボルトにより
基盤に締め付け連結して増設防水層を押圧挟持するように構成したことを特徴とする防水
層における引張装置。
【請求項２】
以下の工程からなる防水層屋上、屋根等の防水層上における引張装置取り付け工法。
（イ）　防水層を有する下地に防水層を通してアンカーボルトを打ち込む工程、
（ロ）　防水層表面から突出したアンカーボルト周囲に第１防水層を増設するとともにア
ンカーボルト側部と増設した第１防水層との間にシーリングを施す工程、
（ハ）　請求項１記載の引張装置における本体部を有する基盤を前記アンカーボルトに螺
合して締結する工程、
（ニ）　基盤および本体部の周囲を覆ってさらに第２防水層を張設するとともに、本体部
と増設した第２防水層との間にシーリングを施す工程、
（ホ）　請求項１記載の引張装置における押さえ手段を前記基盤に嵌合するとともに基盤
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のボルトにより基盤に締め付け連結して増設した前記第１および第２防水層を押圧挟持す
る工程、
（ヘ）　本体部のねじ孔に丸環等の係合手段を螺合する工程。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、屋上、陸屋根等の既存防水層上にロープ、針金その他を掛け止めるための
引張装置を設置するための技術に関し、詳しくは新規な引張装置、これを用いて強固な防
水性を維持しえる防水層上における引張装置取り付け構造ならびに引張装置の取り付け工
法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
建築物の屋上、陸屋根、バルコニー等に敷設した既存の防水層上でなんらかの作業を必要
とする場合、作業自体あるいは作業用の資材等を係止したり、あるいはアンテナ、ポール
その他の設置物を固定掛止するための支点ないしは拠点が必要となることが多い。
そしてこのような支点ないしは拠点は安全性の見地から防水層を含んでその下地に打ち込
んだアンカーボルト等に強固に固定される必要がある。
【０００３】
しかしながら、防水層を通して下地にアンカーボルト等を打ち込むことは、事実上は非常
に困難である。その理由は、従来から既存の防水層にいかなる形態でも孔を穿つことは防
水信頼性を損なう惧れから禁忌事項とされているからである。したがって、従来は防水層
上になんらかの支点ないしは拠点等が必要とされる場合は、防水層の形成前に下地上に設
置固定しこれらを含めて防水層を被装する方法がとられている。　このため設置場所の自
由性がなく、必要な場所に設置することができなかった。
【０００４】
なお、本願発明と関連する技術が次の文献において開示されている。
【特許文献１】特開２００１－０６５０７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本願発明が解決しようとする課題は次の通りである。
（１）既存防水層上にアンテナ、ポールその他の設置物を固定掛止するための支点ないし
は拠点を既存防水層を通して打ち込んだアンカーボルトに連結固定して防水性能を損なう
ことなく必要に応じた所望の位置に設置すること。
（２）旧防水層上にさらに新規な防水層を重畳する手法による防水層補修工事を容易にす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本願発明は、屋上、屋根等の防水層上に設置してロープ、針金その他を掛け止めるための
引張装置であって、基盤と、この基盤上に形成される本体部と、前記基盤との間で増設防
水層を押圧挟持する押さえ手段と、ロープ、針金その他を掛け止めるために前記本体部に
連結した係合手段とを具えるとともに、前記基盤の底面には防水層を通して下地に打ち込
んだアンカーボルトに螺合するねじ孔を形成し、前記本体部の頂部には前記係合手段に螺
合するねじ孔を形成し、さらに前記押さえ手段は前記本体部に嵌合されて基盤に固着した
ボルトにより基盤に締め付け連結して増設防水層を押圧挟持するように構成した防水層上
における引張装置取り付け構造を提供して上記課題を解決する。
【０００７】
本願発明はまた、以下の工程からなる防水層屋上、屋根の防水層上における引張装置取り
付け工法を提供して上記課題を解決する。
（イ）防水層を有する下地に防水層を通してアンカーボルトを打ち込む工程、
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（ロ）　防水層表面から突出したアンカーボルト周囲に第１防水層を増設するとともにア
ンカーボルト側部と増設した第１防水層との間にシーリングを施す工程、
（ハ）　請求項１記載の引張装置における本体部を有する基盤を前記アンカーボルトに螺
合して締結する工程、
（ニ）　基盤および本体部の周囲を覆ってさらに第２防水層を張設するとともに、本体部
と増設した第２防水層との間にシーリングを施す工程、
（ホ）　請求項１記載の引張装置における押さえ手段を前記基盤に嵌合するとともに基盤
のボルトにより基盤に締め付け連結して増設した前記第１および第２防水層を押圧挟持す
る工程、
（へ）本体部のねじ孔に丸環等の係合手段を螺合する工程。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　引張装置において、基盤はステンレス材で構成し、形状は円盤が好ましい。本体部は基
盤の中心位置に溶接されるステンレス材による円柱で形成し、その頂部と底部にはそれぞ
れねじ孔を具え、これらのねじ孔は水の浸入を防止するため互いに不連続とする。基盤上
の本体部周辺には円弧状に等間隔で後述の押さえ手段を連結するためのボルトを３ないし
４箇所程度溶接する。
【０００９】
基盤に装着される押さえ手段は、基盤と同じ大きさの円盤形状にステンレス材で形成する
。この円盤状の押さえ手段の中心には基盤の本体部に嵌合する円形開口を形成するととも
に、基盤の前記ボルトに対応する位置にはボルトの貫通孔を形成する。基盤の径は１２５
ミリ程度、本体部の径および高さはそれぞれ２５ミリ、７０ミリ程度に設定する。
【００１０】
　引張装置は、施工面において防水層上に設置し、防水層の下地にアンカーボルトにより
固定する。すなわち、既存防水層を通して任意の位置にアンカーボルトを下地に打ち込み
、アンカーボルト周辺に新たな防水層を形成し、突出するアンカーボルト廻りにはシーリ
ング材を充填する。
【００１１】
次いで、アンカーボルトと引張装置の基盤裏面のねじ孔とを螺合することにより固定した
上、本体部を除き基盤とその周囲はさらに新たな防水層を重設し、本体部廻りはシーリン
グ材を手当てする。　そして、押さえ手段の円形開口部を基盤上の本体部に嵌め合わせる
とともに貫通孔に基盤表面に突出するボルトを通してナットを締結して押さえ手段と基盤
とによりその間の防水層を押圧挟持させる。本体部頂部のねじ孔に丸環等の係合手段を螺
合させる。　このように、アンカーボルトと既存防水層との間隙は二重、三重に防水対策
が施されるからアンカーボルトの穿設による浸水の惧れはまったく無くなる。なお、上述
の実施形態では、引張装置の構成部材をステンレスとしたが鉄材、塩ビ鋼板その他の金属
材で形成してもよい。
【実施例】
【００１２】
　図面に基づいて本願発明の１実施例を説明する。図１，２は屋上、屋根等の防水層上に
設置してロープ、針金その他を掛け止めるための引張装置の構成を示す分解斜視図ならび
に本体部の断面図である。引張装置は基盤と、この基盤上に形成される本体部と、前記基
盤との間で増設防水層を押圧挟持する押さえ手段と、ロープ、針金その他を掛け止めるた
めに前記本体部に連結した係合手段とを具えている。
図１において、１はステンレス材により円盤形状に形成された基盤で、この基盤１の中心
開口部には円柱状の本体部２がその底部を基盤底部と同一となるように嵌め込まれている
。また、１ａ、１ａ、１ａは基板１上の本体部２周りに同心状に等間隔で設けられた４本
のボルトで、うち１本は不図示となっている。これらのボルト１ａは基盤１に溶接固定さ
れている。
【００１３】
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３は、押さえ手段であり、基盤１と同材・同形状に形成され中心位置には基盤１の本体部
２を貫通させるための開口部３ａが形成され、さらにこの開口部３ａ廻りには基盤１の前
記４本のボルトに対応する位置に４個の貫通孔３ｂが形成されている。
【００１４】
図２は前記本体部２の断面図であり、図において、２ａは防水層下地に打ち込んだ後述の
アンカーボルトに螺合するねじ孔、２ｂは頂部に形成され後述の係合手段としての丸環等
を螺合するねじ孔である。各ねじ孔２ａ、２ｂは互いに不連続でありねじ孔２ｂを介して
の雨水等による防水層内側への侵笥水を防止するようにしてある。
【００１５】
図３は、前記引張装置に係る防水層における取り付け構造の１実施例を示す一部断面図で
ある。図において４は既存防水層５を通してコンクリート下地６に打ち込んだアンカーボ
ルトである。
このアンカーボルト４の既存防水層５の表面における突出ねじ部分には基盤１裏面をなす
本体部２の底面に形成した前記ねじ孔２ａが螺合され基盤１はコンクリート下地６に連結
固定されている。基盤１１と前記押さえ手段３とは増設した防水層７を間にしてボルト１
ａおよびナット１ｂにより互いに締結されている。なお、実際には基盤１と既存防水層５
との間にも防水層が増設されるが図３では省略し、後述の工法の説明で明らかにする。
【００１６】
次に、図４ないし８により本願発明に係る防水層における引張装置取り付け工法の１実施
例を説明する。まず、図４に示すようにアンカーボルト４を既防水層５のコンクリート下
地６に打ち込み、次いで、図５のように既存防水層５上でアンカーボルト４周辺に第１部
分防水層８を増設し、この防水層８上でアンカーボルト４周りにはシーリング９を形成す
る。
【００１７】
上記の工程が完了した後、基盤１等をアンカーボルト４に連結する。　すなわち、図６に
示すように本体部２裏面（基盤１裏面）のねじ孔２ａをアンカーボルト４に合わせて基盤
１をまわして前記両者を螺合固定させ、さらに図７に示すように基盤１の上から新規な防
水層１０を部分的に増設する。すなわち、本体部２周辺には前記第１部分防水層８、基盤
１をも覆うようにさらなる第２部分防水層１０が形成され、併せてこの部分防水層１０上
において本体部２廻りにはシーリング１１が形成される。
【００１８】
図８は防水層における引張装置取り付け構造の完成状態を示す部分断面図である。すなわ
ち、前記図７に示す状態で、図１に示すように抑え手段３を基盤１に被装し両者をボルト
１ａ、ナット１ｂにより締結することにより前記第２部分防水層１０、シーリング１１を
強固に押圧挟持するようにする。
この実施例では、押さえ手段３上において、本体部２廻りにシーリングを施していないが
、さらに防水信頼性を高めるためにシーリングを施してもよい。本体部２頂部の前記ねじ
孔２ｂには丸環１２等の係合手段を螺合する。この丸環１２にロープ等を係止することに
より防水層５上に種々のものを安定的に留置したり、各種の作業における種々の態様の掛
留め手段として機能する。そして、引張装置の設定場所は必要に応じて自在に選定できる
のでその有用性は高いものがある。
以上のように、本願発明によれば既存防水層上の任意地点に汎用性を有する引張装置を防
水性能を損なうことなく設置することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】引張装置の基盤および押さえ手段の１実施例に係る斜視図である。
【図２】基盤における本体部の１実施例に係る断面図である。
【図３】引張装置とこれの取り付け構造の１実施例に係る一部断面図である。
【図４】引張装置取り付け工法の１実施例に係る第１工程説明図である。
【図５】引張装置取り付け工法の１実施例に係る第２工程説明図である。
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【図６】引張装置取り付け工法の１実施例に係る第３工程説明図である。
【図７】引張装置取り付け工法の１実施例に係る第４工程説明図である。
【図８】引張装置取り付け工法の１実施例に係る第５工程説明図である。
【符号の説明】
【００２０】
　１.．．．．．基盤
　２．．．．．本体部　
　３．．．．．押さえ手段
　４．．．．．アンカーボルト
　５.．．．．．既存防水層
　６．．．．．コンクリート下地
　８．．．．．増設防水層
　９．．．．．シーリング
　１０．．．．増設防水層
　１１．．．．シーリング

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(7) JP 4667058 B2 2011.4.6

【図７】 【図８】



(8) JP 4667058 B2 2011.4.6

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００１－１０７４０１（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開平０７－０２６４５０（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２０００－１２０２３６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－２２７６７９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０４Ｄ　　１３／００　　　　
              Ｅ０４Ｄ　　　５／００　　　　
              Ｅ０４Ｄ　　１１／００　　　　
              Ｅ０４Ｄ　　１５／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

